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付録2 専門用語説明  

アクセス制御   

情報セキュリティの用語で、主体（SubJect）が対象（ObJect）に対してアクセス（読  

み／書き／実行）することを許可したり、拒否したりすること  

XML（ExtendedmarkLK）Language）   

XMLは文書やデータの意味や構造を記述するためのマークアップ言語の一つ。マーク  

アップ言語とは、「タグ」と呼ばれる特定の文字列で地の文に情報の意味や構造、装飾  

などを埋め込んでいく言語である。  

オントロジ十   

文書の内容を説明する意味情報（メタデータ）を各文書に付加し、メタデータを記述  

する用語を定義する構造を構築する。この構造がオントロジーとなる。  

オントロジーを導入することにより、検索対象となる文書が単なる単語の集まりとして  

ではなく、文書全体で大きな意味を持ったデータとして扱われ、各文書について統一的  

な付加情報を右たせることができる  

コホート研究   

コ爪－ト研究は、疫学におけるひとつの研究手法である。特定の因子に暴露した集団  

と暴露していない集団について、研究対象となる疾患への羅患率を調査し比較すること  

で、因子と疾患の関連を検討する研究手法。  

ウラウドコンピューティング   

ウラウドは、ネットワーク（インターネット）をさし、ネットワーク上のサーバで各  

種の処理が行われる形態をさす。  

ゲノム疫学   

ゲノムなどの遺伝子情報を右とに、集団における疾患と特定の集団における健康に関  

連する状況あるいは事象の、分布あるいは規定因子に関する研究を実施すること。  

ストリーミンク処理  

並列処理の1つで、入力したデータに対して、処理を実行しながら、出力を行う。  

セマンティツワWe b   

We bページの意味を扱うことを可能とするために考案され、W3Cにおいて現在標  

準化が進められている。データの意味を記述したタグが文書の含む意味を形式化し、コ  

ンピュータによる自動的な情報の収集や分析へのアプローチが可能となると期待されて  
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パスウェイ   

パスウェイとは細胞の機能を実現する分子メカニズムを書き下した知識のことで、ヘ  

テロな構成要素からなり、強く（ネットワーク状に）構造化されている特徴がある。  
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マッシュアップ   

Web上に提供されている情報やサービスなどを組み合わせて、新しいソフトウエアや  

サービス、データベースなどを作ること  

メタデータ   

データについての情報を記述したデータ。あるデータその宅のではなく、そのデータ  

に関する情報のことである。例えば、データの作成日時や、作成者、データ形式などで  

ある。  
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